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　It　has　been　deterτujned 　that　the　silhouetLe 　of　a　f！ared 　skirt 　is童まifiuenced 　by　the　Inechanical 　properties
of　the　fabric乱nd 　the　nuiul〕er・of 　gQre　panejs　used 　in　the　skirt．

　 In　 order 　巨〕 study 　Lh｛｝factors　iIl且uencing 　the　 coInfor もand 　 aesthetic 　 appearance 　 of 且al 　ed 　 sl（irts，　 we
used 　vlsual 　and 　wearing 　sensory 　tests　to　investigate　the　evalua 巨on 　value 　of 　flared　skirts 　made 　of

several　kinds　of　fabvics　With　differen七mechanlcal 　prQperties　and 　having　different　numbers 　of　gore

panel ：，

　T｝1e　results 　of　fac†．or 抓 aiysis 輌 th　the　evaluation 　vah ユes 　obtained 　by　the　sensory しests 　revealed 　two

faotors　 abolU しhe 　ilnpression ［brm 瓢 ion 〔レf　flared　skirts ．　 These　were 　the　 effects 　of 　fabric　beエlding 　aIld

shear 　stiffne ＄s　on 　th∈皇silhoue 凱e　f‘）rmati 〔｝n 　of　skirt9．，and 　on 　the　beauty　of　the　fQrrn　of　the　skir し

　In　the　visual 　tests，　the 　dynaIロic　evah ⊥ation 　vallles 　were 　lower　than 　the　static 　eva ！uatioii 　values 　wheIL

［he　flared　 skirts 　 were 　 evaluated 　 as 　beiIlg　too　 difficult　to　 slip　betweerl　 fabrlc　 aRd 　 body　（legs），　This

means 　that　Lhe　fabrias“ 臆h　high　ceefficient，s　of　surface 　frlct注エ）n　alid 　hig｝1　frictional　resist ．ance 　between

fibers　are 　evaluaLed 　a臼 havil聖g
‘‘
poor 　drapabilitゾ

’
1n　dyliarnic　tests．

　The 　 evaluation ▽aユue 　 of
“

good 　 for　 flared　 sl（irしs ”

can 　 be　 e8 しimated　 using 　 compound 　 mechanical

paT「a皿leters 　ol
’
the　b ∈tnding 　 st，iffness，　the　 shear 　stiffness ，　 and 　thickness 　 of 　fabrics　obtaiR ∈

．d　froln　both

とilLiso歓 ｝pic　s 巳a」11ed　and 　seamless 　fa長，rics ．
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　 1．緒　 　言

　著者ら はす で に フ レ ア
ー

ス カ
ー

トの 形態 に及ぼ す布

の 力学的特性お よ び接ぎ枚数 の 影響に つ い て検討 し，

布と接 ぎ目部分 の 縫 い 目の 曲げお よびせ ん 断変形粋 性

の 力学量 パ ラ メータ とフ レ ア ース カートの シ ル エ ッ ト

と の 関係 に つ い て定量的 に解析 した （．一三木等 1995）．

本報 で は こ れ ら の 布 の 力学 疑：パ ラ メ
ータが フ レ ア ー

ス

カ ー
トの

“
視覚的 な美 しさ

”
や

“
着用感

，’
と ど の ような

関 わ りを持 つ か に つ い て検討 し，形態の美 し さ や着心

地 の 良さを含む総合約な良さ の 病則の 可能性を探る，

　　ス カ ートの 視覚お よ び着用 に よ る官能検査 に つ い て

　は，綾 田 と丹羽 （ユ991）に よ るギ ャ ザ
ー

ス カ
ー

トの 着

　用感な らび に シ ル エ ッ トの美 しさ に及ぼす布の 力学的

　特性 の 影響 に つ い て の 報告があ る．ドレ
ー

プ性 に っ い

　て は，須田 と大 平 （1973a，　 b，　 ig75　a，　 b），須田 等
ノ

　（1978），天野等 （1994）が ド レープテ ス ターサ ン プル

　大の 試料布に つ い て，ド レープ性能と視覚評価 との 関

　係 に つ い て報告 して い る，しか し，実物大の フ レ アー

　 ス カ
ー

トを用 い て，被験者に よ る視覚お よ び着用 に よ

　る官能検査 を行っ た研究は少な い ．特に，フ レ アース
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Table　1．　Details　of　sa皿 ples

Fiber

　　 　　　 　　 　　 　　 　　　 Density

G。M 、tl’Ucti 。 n 　
Weight

　 （〆， m ）

　　　　　　 （× 10
．

［

9／cm
〜）　

一一一
　　　　　　　

．−

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　Warp 　　Weft

　 　 　 　 　 　 Yarn 　c⊂）unt ．
Thickness
　　 　　 　　 　 （tex）
　 ’　　 　 　 ち

　 L　ユエ11ノ　　　
　　　

　　 　　 　 黛「arp 　　“
厂
efも

Remarks

L，， Cotl：on　　　　　　　Plain

F
［
、Polyes 寸．er 　　　　　Piaiu

FIL　P 〔〕1yesler　　　　　 Plairし

121　 　 　 　 59

95　 　 　 　 70

82　 　 　 　 44

【
154243 0，444　　　　16．1　　 1〆1．3　　　 Broad

〔｝．198　　　　5．6　　 5．6　　Broad
，
　HD

〔〕，190　　　　　11．1　　　11．l　　　　Habutae

HD ：high　ctr叩 abihty ．

カ…トの 接 ぎ枚数と地の Hお よ び布と縫 い 目の 力学的

特性が着用感に 及 ぼ す影響に つ い て の報告例は見られ

ない ．

　そ こ で ，本報 で は 既報 （三木等 1995） と 同 じ，接

ぎ枚数 を異 に す る フ レ ア
ース カートを 用 い て，まず，

第一三者 （モ デ ル ） に 着川 L て も ら い
， 静立時 と歩行時

の 視覚評価を行い ，静的な ドレ
ー

プの 美 しさと動的な

ド レ
ープ の 美 し さ に つ い て 分析する．次 い で，観察者

白身の，視覚お よび実際 に 着用 して官能検査を行 い
，

フ レ ア
ー

ス カ ー
トの 着用感．な ら び に形態 の 美 しさに 及

ぼ す諸因 f一の 影響 に つ い て 検討す る ．最終 的 に は ，こ

れ らの 官能評価値と布や 接 ぎ目部分 の 力学量 パ ラ メ
ー

タ を月1い て
“
美し さ

”
と

“
着や す ぎ

’
を含む総合的 に 良

い フ レ ア
ース カートを 予溯す る妥当な方法 を導 く．

　2．実験方法

　〔D 　試　　料

　 フ レ ア
ー

ス カ
・一一

トに 用 い た試料 布は既報 （三木等

19951 と 同様 の 綿ブ ロ
ー

ド （Fc．），高 ドレ
ー

プ性能ポ

リエ ス テ ル 〔Pp），ポ リエ ス テ ル 羽 二 重 （Fh） の 3 種

で ，各試料布の 諸元 を Table　l に 示す．

　  　試料布の 力学特性測定

　各試料布の 基本力学特性 を KES −FB シス テ ム （川端

1980） を帽い ，引張 り特性お よび圧縮特性 に 関 して は

高感度条件で，その 他 の 力学特性に関 して は標準条件

で 測定 した ．

　（3）　ス カートの 製作

　 フ レ ア ース カー トは ，接 ぎ枚数 1＞ を 2，4，6，8枚

の 4通 り1こ変化 させ ，また 型紙中心 の 地 の 目方向は経

糸方向の もの （以 「
．
鼠，で 表す） とバ イヤ ス 方 向の も

の （以 下 Sb で 表す〉 の 2 種類 と した．試料布幅 の 制

限 の ため，ス カ ー
トSb に 関 して は全接 ぎ枚数 を製作

し，ス カー ト 鼠、に 関 して は 試 料 F。と試料 Fh は ！妾ぎ

枚 数 N ＝4，6，試料 Fp は N ・＝4， 6， 8 に つ い て
， 計

19枚の フ レ ア ース カ
ー

ト を製作 した ．各 フ レ ア ース

カ
ー

トの £ は 6〔＞c：rn ，裾廻 りは 250　cm で
一

定 とし，

裾 の 布端か ら 5cm で 折 り返 して 躾処理 を 行 っ た ．

　（4） 視覚お よ び着用官能検査

　 フ レ アース カー トの 形態 の 美 しさ と着心地感 に関す

る 評価 を，視覚 お よ び着用官能検査 に よ り行 っ た ．被

験者は視覚官能検査 79 名，着用官能検査 101名の女

子大学生 で あ る ．SD 法に よ る 5 段階評価 を，平成 3

年 6 月 と 平成 4年 6月に実施 した．

　1）　視 覚官能評価

　視覚評価 の 質問項 1
−
1は，Table　2 の V ！

−一一V8 に 示す

静的 ， 動的 ， 総合的な視覚評価 を含む 8 組の 形容語対

と した，，HS　L 〔｝IO3婦人 9 号サ イズ に 近似 した体型 の

女子大 学生 1 名 （Table　3 参照 ｝をモ デ ル と し，各フ

レ アース カ ートを順序効果 の 出ない よ うに 川頁不同に着

用 し，歩行時 の 動的，お よ び静的 な ス カ…トの 形態を

観察 した ．ス カートの み に 観察 を集中 させ る た め ，モ

デ ル は白の T シ ャ ッ着用後，ウ エ ス トベ ル トが T シ

ャ ツ の トに な る よ う ス カ
ー

トを着用し， 5Cm 高さ の

ヒ ール の パ ン プ ス を履 き，161nの 距 離 を 24 歩 ，
16

秒で 5 −− 6 回往復 した．観察者は モ デ ル の 歩行する 通

路の 中 央付近，両側約 1 エn の 所 に 位置 して
，

フ レ ア

ース カ …
トの 前面 ， 側面 ， 後面 の 各角度か ら評価 し，

Table　2 の 項 目 に つ い て，評価結果を質問用紙に記入

し て もら っ た。評価は，同
一一・

ス カ ート 1着に対 し 3 回

ず つ 繰 り返 した，本研究 で は実験 の 繰 り返 し数を決定

す るため に 予備実験 として ，15 人 の被験者を選び，

評価値の 1 回目と 2 回目， 1回 目と 3回目 ，
2 回 目 と

3 圏目の 問 の各相関係数を検討 した 結果，どの 被験者

の 評価値 問 に も危険率 1 ％ で 有意な高 い 相 関が得 ら れ

た．また，全体に質問項目数が多 い ため，被験者の疲

労 も考慮 して，繰 り返 し回数 は 3 回を採用 し， 1 回目

か ら 3 回［Ia）評価値 を平均す る こ と に した ．

｝8 （120）
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Table　 2．　Twenty 　pairs　 o 〔a ⊂！lective　 use 〔l　to　 evalua しe

　 　 　 　 flared　skirts

Vlsua！Zest

　 StatlC

　 VI 　POor　ln　H ．A・1〜1

　　V2　　heinline　i＄ ug 上y

　 v3 　 rlare　is　 u9 】y

　 DYnalnir：

　 ＼厂4　　SDft

　 V5 　 nor 　elinging

　 　V6　ilmP

　 V7　　　flalle　is　ugly

　 To ヒalユv

　 v8

司一＞900d　in　HARI
く→　herr且ine　is　beautifu工

噌レ　flare　is　beautiful

くナha置
．d

曹 ’　clinging
チレstlぽ

砂　flare　is　beautiful

pe ［ユ11　f〔，r　fl｝u’e 〔1．9　ldrr　 ＋’　90 ‘，d　f〔｝r 日ared 　skirt

Table　3．　Body　measurements 　of　the

　　　　 subject 　　wear 重llg 　　flared

　　　　 skdrts　in　viSljal 　tests（age ：

　　　　 20）

“
ア
ea ｝

1i
じ／9　@tes

　　 w1　　　］igll
　　

“
ア2　　s〔匚l

　　 w3 　thi

　　 w4 ｝〕 o〔〕 rin 醐尺

　　〜y5 　not　clin91T

9 　　〜 V6　s．　］eild

r 　　w7　ユin

i ） 　　“i8　　v〔｝or 　iIし丿ζC）

ｳ ノ1 　　丶Vg
　
　dit’fiCult　t‘，

sliP 　　“「10 　se上／se　of 　

arR ／ 　　、VII　 lota

yug
上 y

ゆheavy

一 レhai．dﾘt

上ti〔：k ÷ 卜　9〔｝

匚din
／7ARノ く

r 　cllnging

一 ｝　rounsh

砂stif｛’ 婦

ood 　in　KOS

・・slipperys − −

sense 　Qf　cOQl “ 卜　tに〕

⊥ly
　beautiful く←　900d

ror且

ed　skirtSizeWl2 　Poor　lDr

fla鳶e 〔1　sl（i上重． Stat

e　　　　　　　　　（enl ） 、Valst

heユ9ht　　　　〔Clll ） K【 1
　ILeight 　　　〔Cln）

st 　girth 　　　 　〔 cm）

aLst　gir℃h　　（cm） H
　9主rth　　　　　〔⊂In） 、 V
st　breadth　　（cm） “Jaist　

1Cpth　　　　　　〔CI匸虻）

P　hre＆dth 　　　（Cln 〕

olp　dept ］／　 　　　（

） w∈

19ht

　　　（

） 工

，8

．2

．9

．5

．39

．80

．6

7 ． 23L3 23 ． 048 ． 5 般 の

子 学 生 を選んでいるた め， 評 価能力 の低 い 者 ， あ

いは特 異的な評 価
を
する者が含まれて いると考 え られる

本報では’ド均的な評価を取り一 ヒげ るため，個々

ﾌ 被験者の官能評価値 と被験 者全 員 の平均 値 と の 相関

を算出 し， 相関 係 数 が 危険率 1 ％で 有 意でなか
っ
た被

者 を除 外 した結果，視覚宮能検査は全被験 Z’　79 名

の 中 から78 名
，

着 用官能 検 査は 全 被験者 101 名 の

ら97名のデータを評価の

析に採用す る ことと し た， 　2）　 着 III 官 能 評

　
着

用評 価 の 質問 項目は，Tab ！ e 　 2 のW ト

2 に示
す
ス カー トの美しさや 着用 感，風合 い に 関

す

12 組 の形容語 対． とした， 各 被 験 者 が各々，実

にフレア ー スカ ー トを1 枚 ず つ 着 用 し ，鏡によ る ス

ート の形態 観 察 ， お よび 階 段 昇降 （24 段，段の

さ 15Cm ）を 含む 6em の歩行に よる 着 心地の 評

を ， 各 自 質問用 紙に 記 入し た．視 覚 評価 と同様5

n高 さのヒールの パ ンプスを着用し，日常の 歩幅

速 度で 歩 行した．繰 り 返 し 数は 視覚 官能評 価
と

同

の 予備 実 験を 行 っ た 結 果 3 回と
し た ． 被験 者の

イズに 関 し ては，ス カー ト が9号サイズ で あ ることを考 慮し，ウエ ス

が58 （： m か ら66cm ，ヒ ッ プが 84 　 er

ｩ ら94 　cm 　 O ） 範 囲に 限 定 し たが， この サ

ズの範 囲内 で あ ら ゆる 体 型 を

羅し た デー タを得るため に ， 被 験 者
の体型に関し

は あえ て 選 定 は行

なかった ． 　 本実験の評価皆は

あえてエ キ スパートを選 ば ず一 　 3．結果およ び考察

　 （ユ ） 試 料 布
の力学

特 性 測
定

結 果 　試料布の基 本 力 学

性 の測定結果をFig ． 1の 婦人薄 手 ドレ ス地の

ー
一

・ タチャ ー
ト （ 川 端 1980 ＞ 上 にプロ ット した

曲 げ
特 性お よび せん断特 性 に関し て， 試 料 Fp と F

、は，婦 人薄手ドレス

の平均値より も小さ い 値
を

， 試料 F。 は平均値よ

も大き い値を 示して いる． 　（2）官 能評 価結 果

各形容語対 に 対 する フレアー ス カ ー トの
官
能 評

価
結

を
接

ぎ
枚 数

κ
羸 8 を 例 に し て Fig 、2 に示して いる ．

視 覚 ， 着用 の い ず れ
の評価 につい ても， “ はり ”，か た さ ，

こし”， し なや かさなど の 風 合 いを 表 す 項 目
に
お い

ポ
リ エ

ス
テル Fp ， 　 Fレ 、 と 綿 ブ コ ー ドF 、， との問

顕 著 な差がみ られ る． Fc は 他 の 試 料 に 比 べて “は

”
と

“ こし” が 高 く ，か たく て厚 み が あ り，

なやかさ 乏

ｵ く，
重
く， す べ り に く い と評 価されて い る の に対し， Fp お
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1Fl ，、

　静的な ド レ
ープ の 美 しさの 評価値 V3 と動的 な ドレ

ー
プの 美 し さの 評価値 V7 の 結果 に 注 目する と，試料

y，と FL1に 関 して は
， 静 1：〜二時よ りも歩行時の カが評価

が低 くなる傾向が み られ る．こ の 傾向は他 の 接 ぎ枚数

の フ レ ア
…一

ス カ ー
トにお い て も1鮒 頃向で ，特に試料

F
、
の 場合，歩 行時 に お け る 布 の す べ りが 悪 く，

フ レ

ア
ー

がな め らかな美 しい 揺動 を 示 さなか っ た こ とが ，

動的評価 を低 くしたの で は ない か と考えられ る ．

　接ぎ枚数が 視覚 およ び着用官能評価に お よぼす影響

を見 る た め 1に，項目 V8 、　 W12 “
フ レ ア

ー
ス か

一
トと

し て 総 合豹 に 良い 一悪 い
”
1・．二つ い て の 評価結果 を Fig．

3 に 示 して い る．地 の 口 が バ イヤ ス 方向の 試料 Sbの

結 果に つ い は ，すべ て の接 ぎ枚数に お い て ポ リエ ス テ

ル 羽
．−
1重 Fh の 評価が 高く，また ，試料 F

、
．は接 ぎ枚数

N ・二・6 ， 試 料
・F1， は N ＝ 8 に お い て 最高の 評価値が 得

ら れ て い る．既報 （三 木等 ⊥995＞ に おい て ，試料 Fp

の 地 の 目方向が バ イヤ ス の ス カ ー
トSb に 関 して ，ヘ

ム ラ イ ン が縫 い 目の 位置 で 内側 に巻 き込まれ る 現象が

確認 され て い る．N 蕭4，6 に お い て そ の 現象は 顕著で

ある が
，
N ＝8 で は 1 ヵ所 の 巻 き込 み 分量 が 8等分 さ

れ る た め
， 視 覚 お よ び着用感 へ の 影響 が 小 さ くな り，

官能評価値 が 高 くな っ た と推察され る ．試料 F、
，は 縫

い 目の 部分 で ヘ ム ライ ン が ス カー
トの 外 側に大き く張

り出す傾向があ る．それ に加え，接 ぎ枚：k　N ・＝　4 の ス

カ
ー

トで は，静 1ヒ時に前中心と後ろ 中心で張 り出 した

縫 い 目が ，歩行時の 揺動 に伴 い ，脚の 問 に 入 り込み
，

また布の すべ りが悪い た め 歩行 の 妨げ に な り， 視覚的

に も美 し くな い ．そ の た め ，N ＝4，6 に お ける F。 の

評価が 低 くな っ たと考え られ る．

　綿プ ロ …ド F
、 の 場合，地 の 目が経糸方向の ＆v は バ
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鴨 al
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．
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Sb，　 S、、、．，　 flared　skiT
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FabricSampie

Sb Sw Tab旦e　4．　Factor　analysis 　of　vLsual 　and 　wearing 　tests

　 　 　 　 ort　fiared　skirtsFactor

　IQading

Fc

Fp

SEv9＝−0．693 5廟 詔一〇．75〔｝
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］
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3

護
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尸
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8
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一
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Sh，　Sw，　flared　skirls 　With　its　 cen しer　direction　of　a　piece　Qf

fabric　1〕cing 　bias、　t、
Fcu’

1），　 respect ．ively．　Number　of 　gore

panels　〔八つ1s　4：SEI−F，sensor ’
y　evalua ヒ．io｝l　value 　of 　visual 　test

（v8 ）．

Contributi〔oiL　〔96）

WLw2w3

、V4w5w5w

．
7w8wgW10Wllw

廴2
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−0，425

　　
− 0，351

　　
・一・0、388
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一

〇．277
−．．0，26109480953

一
〇．018

− 0．029
−一

　O．　052
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〔｝．022

　0．0ユ7
− 0．051

　0．054

Contributi〔〕n 　〔％ ） 72．7 23．6 1．2

イ ヤ ス 方向の Sl， に 比 べ て 1頁目 W12 の 評価値がか な

り低 くな っ て い る．また，ポ リ エ ス テ ル 羽
．
二重 Fh も

視 覚評価 にお い て は 臨 の 方 が評価が低 い ，しか し，

高 ドレ
tt一プ 性ポ リエ ス テ ル Fpで は 反対

．
に，眺 よ りも

s、、の 方が 評価値 が 高 い か ま た は 同等の 値 を示 して い

る．フ レ ア
ー

ス カ
ー

トは型紙中心 の 地 の ［llが バ イヤ ス

方向 の 方が美 しい ドレ
ープ が得 られ る とい う報告 （石

毛等 1988） が あ り，試料 F、，Flhに 関 し て は こ れ に 当

て は ま る．しか し．試料 F
｝，
は 既 報で，地 の 目を経糸

方 向に す る こ と に よ り，ヘ ム ラ イ ン で の 巻き込 み が 解

消 され る こ と が判 明 して お り，こ れ に よ りSb よ りも

S、、 の 方が高 い 評創1値 を得 たと考え られる．

　接 ぎ枚数 N ＝＝4 の ときの Sb，　 S。両 フ レ ア
ー

ス カ
ー

トの 正面写 真を各試料布ご と に
， 視覚官能評衞値 ∫Ev　8

お よび 着用宜能評価値 SEwtz と と もに Fig．4 に 示 して

い る．試料 F、，は S3、、の 方 が Sltよ りもヘ ム ラ イ ン が左

右に大 きく張 り出し て い る．また，試料 R ， は Sb の方

が S、， よ りも ド レ
ー

プが均
一一

で美 し い こ とな どか ら，

視覚評価値 5Ev　s も Sbの 方が 高い ．反対に試料 Fp に

お い て は
，
S，， に見 られ る よ うな 自重による伸びが S、、

に は 見 られず，ヘ ム ラ イ ン が床 と水平 で
一

直線 で あ り，

視覚評価 に お い て も臨 の 方が 高 い 値 が み られ る こ と

か ら，フ レ ア
ー

ス カ
ー

トが見た 目 に 美 しい と評価 され

る に は ドレ
ー

プの 均
一一

性，ヘ ム ラ イ ン の 直線性 な どの

要件が挙げ られ る ．

　（3） フ レ アース カ ートの官能因子

　以 ヒの ような フ レ ア
ー

ス カ ートの 印象形成 に は ，ど

の よ うな因子 が 関与 し て い る の か を把握す る た め に，

視覚，着用評価別 に因子分析 に よる官能 因子 の 抽 出を

行 っ た．因子分析 に は 主因子法 を用 い ，固有値 LO 以

上 の 3 因子を 抽出 した ．また ，バ リ マ ッ ク ス 回転後 の

因子負荷 量お よ び 各 フ レ ア
ー

ス カ ー
トの 因子得点 を求

め，Tab ！e　4 に 各因了
・
の 因

．
子負荷景 を示 して い る．第

22 （124）
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Table　5、　 Col・relation 　coeffi−

　 　 　 　 cient ，s　beしween 　V8
　 　 　 　 aエldV1 −V7

F一
ム7

．1△！

2

V8

1234567VVVVVVV ・0．577 ’ ＊

O，：］330

．ilユ8 ＊

− 0．Ssl ＊ ＊

0．273
− 0．648＊宣

0．947 ＊ s

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ugly

FLg，5．　 Distribution　of　nar3d 　 skirts 　by　t
’
act ，or 　 scores

　 　 　 of 　factor ユalld 　factl，r　2

● and ［⊃．F，；● and っ，　F，，；血 al／d △ 、Fh．　So］．id　s｝qnbols 　are

鞠 and 　 OI ） er ／ 掣 1／b⊂出 are 　S、、．　The 　figures　in　the　 symb 。ls

show 　the　n ／Lmber 　of　El〔｝rc 　panclls　Int ．he 目ared 　skirt 、

1 因子は，視覚評価の   まりが ある一ない
”
，
“
か た い

一

や わ らか い
”
，
“
ご わ ご わ した

一
しな や か な

”
，
“

フ レ ア

ー一・
の 出プァが 美 しい

一
美 し くない

”
，
“
フ レ ア

ー
ス カ ート

と して 総 合的 に 良 い
一
悪 い

”
，お よび着用評価の

“

重

い
一
軽 い

”
，
“
厚い

一
薄い

”
，
圏t
まとわ りつ く一つ か な い

”
，

“
こ L の ある一な い

”
，な どの 項目の 因子負荷量が高 い

こ とか ら，「シ ル エ ッ ト形成に 関する布の か た さ因子」

で あ る と解釈 され る ．第2 因 チは，視覚評価 の
‘
裾 線

が美 しい
一
美 しくな い （静的）

”
．
”
7 レア

ー
の 出 方が美

しい
一
美 しくない （静的γ

’
，および着用評価の ，

“

総合

的に美 し い 一美 し くな い
”
，
1‘
フ レ アース カー

トと して

総合的に 良い 一悪 い
卩’

の 項 月の 因予負荷 最が高 く，「ス

カ
ー

トの 形態の 美しさを表す因予 1 で あ る と解釈 し た．

第 3 因
一
チ
・1こは視覚評佃i項目 V5

“
まとわ りつ く一つ か

ない
”
の み が属 して い る，　

一
方，着用評価項 HW5 の

‘‘
ま と わ りつ く一つ か ない

”
は布 の か た さ を表す第 1因

了
・
に属 して い る ．こ の こ とは，フ レ ア ース カートを 着

用 した状態を客観的 に 観察 し た ときの シ ル エ ッ トに 対

す る 評価 と，実際 に ス カー k を着用 した 際 の 評価 と で

は ，属す る基本因子が異なる こ とを示 して い る と考え

窮） れる．しか し／／ス カ
t−一

トの まとわ りつ きは シ ル エ ッ

1・形 成 能 に 大 き く影響す る こ と か ら，
“
ま と わ りつ く

一

つ かな い
”

は 第 L 因子 に 属 丁 るもの と解釈 し，第 1 因

了
・
お よ び 第 2 因 子

・
を採用す る こ と とす る，

＊
ρ＜O．05，

累sp

く 0．〔〕］、

　Fig　5 は，第 1 因子 ， 第 2 因子を平面座標 ヒに と り
，

19種 の 全 フ レ ア
ー

ス カ ー
トの 因子得点を配置し て い

る．第 1因壬 の 「シル エ ッ ト形成 に 関する布 の か た さ

因子」を表現す る形容語対 と し て
“
か た い

一
や わ らか

い
”
を代表と して 配置 した．全 フ レ ア

ー
ス カ

ー
トは図

に示す よ うな試料布別 の 3 グ ル
ープ に 分 類 さ れ る．試

料 F， は
， 基本風 合 い

“
は り

”
と

“
こ し

”
が 高く，ご わ

ご わ して い る と評価 された領域 に属 し，か つ シ ル エ ッ

トが美 しい と評価さ れ た領域 に属 して い る，反対に試

料 Fp の グ ル ープ は
，

“
は り

”
と

」
こ し

”
が低 く，しな

や か で 軽い と評価 され た 領域 お よ び，シ ル エ ッ トが 美

し くない と評価 された領域 に属し て い る．こ の 2 グ ル

…
プ の 中間 に 試料 【♂h の グ ル

ー
プ が位置し て い る．試

料 Fe の 接 ぎ枚数 N ＝ 6 と 1V＝8 の ス カ ー
トの 第 2 囚

子 の 得点が 高 くなっ て い るが ， 前述 した ように，試料

F， は視覚評 価 に お け る 静 止i1寺の フ レ ア
ー

の美 し さ に

対する項目 V2 お よ び V3 の 評 価値 が 歩行時の 評価 V

7 よ りも高 く，特 に 6 枚接 ぎの ス カ
ー

ト 1＞＝6 に 関 し

て は Fig．3 か らもわか る よ うに 「ス カ ー
トの 形態の 美

し さ」に 関す る 項 目 V8
，
W12 に つ い て 高 い 評価を

得て い る．こ の こ とが第 2因子 の 囚子得点に影響を与

えて い る と考え ら れ る ．

　（4） 官能評価項 同問 の 柑関

　質問項 目 V8 ／’
フ レ ア

ー
ス カ

ー
トとして総合的に良

い
一
悪 い

”
とそ の 他 の 視覚官能評価 の 質閥項 目間 の 相

関係数を Tab ユe　5 に示 して い る ．布の 基本風合 い に関

す る質問項目 Vl “
は りが ある一

な い
”
，V4 “

か たい
一

や わ ら か い
tp

，
　 V 　6

“
ご わ ご わ した

一
しな や か な

”
と V

8 の 間 に負の 高い 相関 が 見 られ た ．す なわ ち ， 視覚的

に
“
は り

”
が な く，や わ ら か く，し な や か で あ る と評

価 さ れ る ス カ …トが ，視覚的 に フ レ ア
ー

ス カ
ー

トと し
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て 良 い と判 断 され て い る．さ らに着用評価項 目 W12
“
フ レ ア

ー
ス カ

ー
トと して 良い

一
悪 い

”
と他 の 着用官能

評価項 目との相関を Table　6 に示 して い る ．着用評価

に お い て 良い と評価され る試料は，軽 い ，や わ らか い ，

薄 い ，
t‘
は り

”
お よ び

’‘
こ し

”
が な い ，しなや か ですべ

りが よ い ，な ど の 条件を満た した ス カ ートで ある とい

える ，しか し，Fig．5 よ り， 第 1 因子 の 因子得点が 近

似 した値を持つ 試 料閾 に お い て も， 第 2因子 の 外観 の

「rable　6．　 GQrrelaしion　　coeffi 〔⊃ienむs　be一

　　　　 　榊 een 　Wl1 ，Wl2 　and 　W1 −WIO

W 】1 W12

WlW2W3w4W5w6W7W8WgWlo一．O．648　i ＊

− 0，592＊ ＊

・一．0．621ド＊

− 0．5451

　0．2工4
− 0，518k
− 0．604 ＊ s

− O．534 ＊

　O，578 柳

　0．548 ＊

一一〇．642＊＊

− O．578＊ ＊

− O．609＊＊

− D．534＊

　 0．159
− D．495 ’

− D．594 ＊ ＊

…0，517 ホ

　 0．557’

　O．540 ’

＊
P〈 〔〕．05，

＊ド
／
コく 0．01、

美 し さ に 関する 因子得点に差が見ら れ る こ とか ら
，

ス

カートの シ ル エ ッ トの 美 し さ に は接 ぎの 縫 い 目 と布の

力学特性が複雑 に 関係 して い る こ とが示唆される．そ

こ で 以下 に縫 い 目の硬さと官能評価値 との 関係に つ い

て考察する．

　（5） 官能評価値に お よ ぼす接 ぎ目部分の剛性

　 ス カートの 布の 経糸方向に対す る接 ぎ目の 角度 に 相

当す る 縫 い 目の サ ン プ ル を製作 し， 縫 い 目の 曲げ ，
せ

ん断特性 の フ レ ア
ー

ス カ
ー

ト形状 へ の 影響 に つ い て 既

に 報告 し て い る （三 木等 ／995）．縫 い 目 の 硬 さ は

Table　7 に示す布の 基本力学特性の 曲げ ・せ ん 断変形

特性と布の 重量 との 複合量パ ラ メ
ータ を取 りあげた．

布 1枚 の 場 合 と
，

2枚 の 布を縫合 し
， 縫 い 目 を割 っ て

ア イ ロ ン 仕 ヒげ した場 合 の 縫 い 目部分 の 曲げ長 さ，
・
慨 Y／B− ，ノ2W お よびせ ん 断変形 に 基 づ く同特性
』
慨 キ  で あ る ．Tab ユe　7 よ り，試料 F

。
の

∀BS／W お よびマβ∫5！2W の 値が 他 の 2 種の 試料の そ れ

よ りも大 きい こ とが わ か る ．また
，
Table　8 に 示 し た

視覚お よ び着用 官能評価項 目 v8
，
W 工2 につ い て 評

価値 SEx・・　s ，5Ew 二llか ら，試料 Fc に 関 して は 官能評価

値が正 に な らない こ とが確認 で きる．また，どの 試料

布に関 して も地 の 目が バ イヤ ス 方向の場合，接 ぎ枚数

ノV が 多 くなる に 従 い ，す なわ ち Fig．6 に 示す O 、 （R）

Table　7．　 Mechanical 　properties　of 　fabric　and 　seaIns

Faヒ〕rL¢

samP 皇e

θ．，〔deg）
Sl，　（bias　direction） Sw　〔me ，rp 　direc口on ）

Bending　prOP、
’ Shear　prOP ．＊ Bend 江ng 　PrOP ．斗 Sheur　prop ．’

Left　 Right　
！
娵 W 　

3
飆 　　鱈 ∫獅

「
　
・
輝 W 　

：

留 蕩頭7　
・
獗 π諏 　　潔認 頭ノ

．
　

・y5∫s！2W

　　　F〔

2　　 F1，　　 90

　 　 Fl、

o3

．工96　　　　3．325

1．246　　　　1．936
1．605　　　　2．172

8．5957
．0937
，45上

7．443　　　 2，160　　　　3．106　　　　9．355　　　　7．922

5，498　　　　1．186　　　　1．747　　　　9．483　　　　7．850
5，903　　　　1．129　　　　1．776　　　　 9，748　　　　7．486

4

C

　

P

　

h

FFF 　 　 　 　 　 　 　 2．819　　　　3，055

67，5　　　22．5　　　ユ．248　　　　1．706

　 　 　 　 　 　 　 1．516　　　　1．682

9．1398

．5058

．487

8．237　　　　2．478　　　　3．267　　　　9．366　　　　8．351

8．097　　　　1、412　　　　1．613　　　　　8．972　　　　8．042

8，716　　　　1，402　　　　1．668　　　　9．103　　　　8，628

　 　 　Fe

6　　　　　FI，　　　　　60　　　　　30

　 　 Fr，

2，699　　　　3，014　　　　9，148

1．197　　　　1，635　　　　8．664

工．412　　　 1．604　　　　8．702

7．800　　　　2．561　　　　3．795

7，763　　　　1，484　　　　　1．722

7．508　　　　1，558　　　　1．8Q9

9．559　　　　 8．388

8．395　　　 7．727

8．569　　　　8．207

8FFF

　 　 　 　 　 　 　 2．596　　　 2．921　　　 9．185

56，25　　33．75　　　1．275　　　　1，570　　　　8．950

　 　 　 　 　 　 　 1．315　　　 1，562　　　　9．138

7．776　　　　2．6⊥8　　　　3，635

7．623　　　　工．446　　　　1．725

7．123　　　　1．583　　　　1，909

9．329　　　　8．418

8．02ユ　　　　7，469

8．217　　　　7．846

Samples ： refer 　to　Fig．6．　N，　 rLumber 　 of　gore　panels　in　flared　 skirt ； θ ，，
　 angle 　beしween 　wurp 　directiQn　 and 　 seamline ．

’Mean ＞ a王Lle 　 of　left　and 　 rLght ，　BS ・＝ B 十 HB ，∬ ； G 十 HG5 ．　Abbreviations　 of　mechanical 　properties 　 are 　discribed　ill

Kawab 且ta （1980）．
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Table　8．　Samples 　eva 正uated 　as
’‘
good　for　flared　skirt ．

”

Fabrlcs

∈miple
SE

八「

2 4 6 8

bS

V8W

ユ2

一〇．304
− 0．Ol3

一〇．693
・一．0．379

一〇，198

　0．443

一〇．302
− 0．062

Fc
　 　 　 V8
Sw
　 　 　 W12

一
〇．750

− 0．900

一
〇．706

− O．6Go

S
　

12

鴨

W

一
〇．178

− 0．132

一
〇．436　　　　

− 0，359
− 0，116　　　　　− 0．2D9

0．Z550

．358
F

　 　 　 V8
s」v・
　 　 　 W12

一
〔〕．Ol4　　　　　　0，367

− 0．200　　　　　　0．tt25
〔〕．Z650

．675

SbV8w12
O．4150

．693

0．5450

．528

0．OD5　　　　　　D．ユ8〔〕

O，316　　　　　　0．544
Fh

　 　 　 V8
Sw
　 　 　 W ユ2

一
〇．206

　0，275

一
〇．⊂）880

．E：50

1V，11umber 　 uf 　gore　panels；Sb、　Sw，　f！ared 　s｝（irts　 with 　its　cent Ω r　direction 　 I）f　a

piece　Qf 　fabric　being　bias，砥arp ，　respectively 、　SE，　sensory 　evaluation 　L
「alue；V8，

W ］2，questiDn　o 『visllal 　test，　wearing 　test，　respectively ．

Tab！e　9．　 Co「「elation 　cDeffi 〔〕ients

　 　　　　t，est，s　and 　wearing 　Lestsbetween

　 visual

Wearll／g　test

Visual　t・est 　　　Beautjful　／）nd 　ugly 　　Good 　and 　poor

　 　 　 　 　 　 　 　 　 Wjl 　　　　 　　　　 W12

Static　　　　　V3

Dynamic 　　　V7

「
⊥
「
ota ユ｝

『
　　　　V8

0．616 “’

o．750 柑

O，842＊”

D．526
’

O．702“＊

o，818ts

＊

∫，く 0、05、ttp く0．Ol．

が 大 き くな る ほ ど （θ、（L）が小 さ くな る ほ ど），
’iNffBsSi

／2諏 の 値は 小 さく な り CTable　7＞，試料 Fc を除

い て 接 ぎ枚数 1V の 増 加 に伴 い
’
巨罫能 評価値が正 に な る

傾 向が認 め られる，

　以 ヒよ り，官能評価値 と縫 い 目の 硬 さ を 表す力学量

パ ラ メ
ー一

タ との 関わ りが示唆 される．そ こ で ，官能評

価値 5E を説明で きる複数の 力学量パ ラ メ
ー

タ を検討

し，
こ れ に よ る SE 値 の 予測 を以下 の よ うに検討 した．

　  布 の 力学物牲に基づ くフ レ ア ース カートの
“
総

　　　合的 な美し さ
”

の 予測

　Tab！e　9 に 示す よ うに ， 視覚評価 に よ る フ レ ア ー
ス

カー
トの 良 さ項 目 V8 と着用評価に よ る総合的な良さ

の 項 日 Wl2 と の 問 に は相関係lk　O．818 と危険率 1 ％

で 有意 な相関が認 め ら れ
， 視覚的 に フ レ アース カー・一ト

と して優れ て い る と評価 され た ス カ ートは ，着用時の

評価 も高い ．こ の こ とか ら フ レア ース カー
トの 総合的

な評価に は視覚 と着用の 両 方の 要素が 含まれ て い る と

考えられ る．し た が っ て フ レ ア
ー

ス カー
トの 総合的な

良 し悪 しの 評価 は，着用官能評価結果をと りあげ，着

用官能評価値 SE “
・
ユ2の予測を試み る．

　既報 （三木等 1995）で
，

ス カ ートの 形態 を 表す代

表的なパ ラ メータ で ある裾角度 a は ，Fig．　6 の 条件 で

作製 し た 縫 い 目 の 力学特性，望廨 ；溺 加 お よ

び V35／W ， ヤ5赫 々 評 を 用 い た 式 に よ り精度よ く予測で

きる こ とを明 らか に して い る、裾角度と同様に フ レア

ース カ
ー

トの 着用官能評価値 ∫EWI2に 関 して も
， 前述

の相関分析か ら，接 ぎ目方向の 右 と縫い 目の ，曲げお

よ びせ ん 断変形特性 と布 の 自重が 影響 して い る と推察

さ れ る．そ こ で
，

こ こ で は 上 述 の 四 つ の 力学量 バ ラ メ

ー
タ と それ ら の 2 次 の 項を含 む非線型式 で フ レ ア

ー
ス

カ
ー

トの 総合的な良否 の 予測式 を多数の パ ラ メ
ー

タ の

組み合わせ に よ っ て誘導した．そ の 結果，最 も精度が

高 く妥当な予測式 として 次式を導い た．

　SEwL2 ＝
− 29．5十 ユ。67　P　1

−
←3．58　P　2

− O．ユ95　P　12

こ こで ，

冠 ｝．119P22

Pl ＝
：

海傭 十 靭 5霓 w
P2 漏 v璽 十 寿禰 諏

（1）

）

）

23（

（
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（Sb）

　　 ／

！

、詬く 羸

（Sw）
　　 〇

°
（weft ）

 

　　　　　　口 ・・ngle
− 1・y・ ・eti 　 〔錦）

　　　　　　 日 D。uble
胴1・yered ＆ Seam・d

　　 　　 　 Flg　 6，　 Method　for　making 　samples 槻 th　seams

Conditions『（］r　sexVing　 are 匸he　same 　as　Fig，40f 　Mlkl　et　 ai ．（1995，674）．θ 、 （R），
θ、、Cl，），angle 　between　weft 　directi〔m 　or 　fabric　and 　right 　sideline ，le　ft　sideline 　of 　a

paしtern 〔jf　skirt ，　respectiveiy （refer 　to　Table　6）；R，　L，　a　plece　of　sampLe 　a．t　right

side 　（R）　anci　】ei
’
t　side　〔L）、　Single−iayered：　ε」　piecc　of 　samp ユe 　（R　and 　L）；

Double−IELyered　 and 　seamed ： put　 L　on 　top　 of　R，　then　press　the　sample 　 af匸er

se 田 nin9 ，

1

0。5

　

　

　　
O

（
巽Φ）

墅

携

一〇．5

　 　 　 一1
　 　 　 　 − 1　　 −−O ．5 　　　 0 　 　　 0，5 　 　　　1
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 3臨 2 （caE、＞

Fig．7，　 Relations｝1ip　between 　cxperlmental 　and 　calcu −

　 　 　 ！ated 　values 　of ∫fiw［．と

　 ，　 regressl 。n 　line。f　SExu〜〔，．．P ｝
Qn 　SEw12〔。。U ；

一一一一Jines
of 　RMS μ

−
espect ］vely ．　Symbc ，ls　are 　des〔：ribed 　in　the　legend

of 　Fig．3．　RMS ，1’o し）t　lnean 　sq し1are 　Qfregressed 　error ．

　官能評価値 と （1）式に よ る予測計算値と は相関係

数 κ＝O．　780，回帰標準誤差 RMs ＝0．292 で Fig．7 に

示すよ うな回帰精度が 得ら れ ，（1）式に よ りフ レ ア
ー

ス カートの 視覚的な総念評価 を 予測す る こ との 妥 当性

が 次に 述 べ る着用評価 へ の 各力学量 パ ラ メ
ータ の 寄 与

か ら も確言忍さ れ る 、

　す なわち，着用評価値 へ の 各力学量 の 寄与は Table

10 の P
， お よび P

，

2
それぞ れ の 平均値 lnli ，　 M2 、と，そ

れ ら の 標準偏差 σ 1 、， az ， を用 い て P
，，
　 P βを 規格化 し

，

（4）式 の右辺 第 2 項 の Z
， と 〔5）式 の （P、− M1 ）／01 ，

の 関係 を Fig．8 に 示し た．
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 t

　　　　　 SEWIz ＝Ce 十 Σ ＝＝1Zi 　 　　 　 （4）
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ，＝1

こ こ で ，

乙 幕 C
〆
1、（Pt

−
mlt ）／σ L，十 C

〆
x、（1

〕、z − M2
，）／σ z ，　　（5）

図 よ り，Pl は そ の 値が 平均値付近に お い て 着用評価

値 SEWI2が正 に な る，す なわ ち
L’
フ レ ア ース カ ートと

し て 良 い
”

と判 断 さ れ る 範囲 が あ り，P2 は そ の 値 が

平均値 よ りも小 さい 範囲 にお い て SEw12が正 に な り，

その 範囲 は P ⊥の 範囲 よ りも大 きい こ とが わか る．

　以上か ら ，

“
フ レ ア

ー
ス カー

トと して 総合的 に良い
”

Table 　IO．　Parameters 　contributi   to　SEw ユz

1 P c
〆
且己 C

’
zEmlt M2F a

⊥1 σ 2／

12 ‘

β5〆W 十
／lBS ．sf2W 　　　　2．23　　　　− 2．38　　　　4，01　　　　17．9

5
∫∫〆朋ノート 1SSs12W

　　　　　4．7ユ　　　　ー4．80　　　　16．3　　　　269

L34 　　　 12．2

1．32　　　 4Q，3

C1 、　c 〔♪efficlent 　of 　parameters；」n、，　me εm 　value ；σ 、，　standard 　deviation　of 　19　saRlples ，

26 （128）
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Co ：cOltstal1 し．

とい う官能評慚値は，布お よ び縫 い 目 の 力学量 パ ラ メ

…タ を用い た式で 精度よ く予測で きる手が か りが得 ら

れ た。

　 4e 結 　　語

　力学的特性値の 異 な る試料布 3 種を用 い て ，接 ぎ枚

数 と布の 地 の 目方向の 異な る 19種類の フ レ ア ー・ス カ

ー
トを製作し

， 視覚お よ び着用 に よ る フ レ ア ース カ ー

トの 総合的な良 し悪 しの 官能評価 を行い ，こ れ ら と布

の力学物牲 とを関連づ けた結果以 Fの結論が得 られた．

　（D　視覚および着用に よる官能評価値 の 因子分析に

よ り，
フ レ ア ・．一ス カー．一トの 印象形成に 関与する基本的

因子 と して ，「シ ルエ ッ ト形成に 閏す る布の か た さ」，

および 「ス カ ー
トの 形態の 美 しさ」 に 関す る 2 瞬子が

抽出さ れノ：：．

　  　着弔に よ っ て布がすべ りに くい と評価され た フ

レ ア
ース カ ートに お い て，静 立時よ り も歩行時 の 視覚

官能評価の 方が低 くな る傾向が 確認さ れ た．

　（S）
t［
フ レ ア

ー
ス カー

トの 総合 的 に 良 い
”

とい う官

能評価値は，地の 臼使 い を異 に す る布とそ の 縫 い 目の

曲げ，せ ん断変形特性と布 の 重量 の複合力学量 パ ラ メ

ー
タ に よ っ て 予 測 で きる こ と の 妥当性 が 示唆 さ れ た．

　（・1） 以 1：よ りT 試料布の 力学的特性に よ っ て ，フ レ

アース カートに対す る 形態的印象が 異な り，また，同

一
索材で も，接 ぎ枚数と 地 の 目使 い の 違い に よ っ て フ

レ ア
ー

形態 に相違が もた ら され ，異な る官能評価結果

とな る こ とが 明 らか に な っ た、ま た
， 誘導した 官能評

価の 予測式に よ り，客観的 に 把握で きる手掛か りが得

られ た．引きつ づ き予測式 の 適合性 の 検 討を実施 して

い る ．

　終わ りに ．官能検査 に ご協力い ただい た学生諸姉 に

深謝 い た します．本研究 の
一一

部は平成 4年および 5 年

度 日本家政学会第 45 回お よび 46 回大会 に おい て報告

をした．
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